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補強し、充j員商の二次う蝕の発生を抑制しようと試み， その処置法に対し“Partial Restora tion 






実験 1 :成犬10頭を用い， 乙れら成犬の上，下顎の歯牙に象牙質ーに達する百洞を形成し， 1 か月間
放匠した後即時重合レジン，けい酸セメント、りん酸セメント，ノfラホノレムセメント，酸化亜鉛ユー
ジノーノレ・セメントおよびアマノレガP ムの 6 種を充填した口








実験日:を行なった。すなわち成犬 5 頭を用い，実験 I におけると同様に宵洞を形成し，一定期開

















実験N: によって，そ乙に形成された色素不浸透層には，多量のふっ素および Ca が存在する乙
とを組織化学的に証明するとともに，ふっ化ナトリウムを合む代表的な抗う蝕剤について検索をすす
めた。その結果，ふっ化物のなかでふっ化第一錫が“Partial Restora tion" に用いる薬剤としてもっ
とも有利な性質を具備している乙とを明らかにした。
以上の如く，本研究は従来の実験的研究と異なり，百洞を形成した直後に充填することなく，一定
期間口肢に曝露した生活歯の需洞に各種充填材を充填し，それが象牙質および歯髄にどんな変化を起
すかを追求し，さらにふっ化物の商科臨床への一応用法を究めたものである D
論文の審査結果の要旨
歯科臨床において，歯質の欠J日を補填する場合，生活商においては出来得る限り歯髄を保護すると
ともに，充頃歯 l乙再燃する二次う蝕の発生を極力防止することはきわめて肝要な事柄である。従来こ
のためには，種々な方法や手技が用いられているが，充填富洞の胃壁を強化することによって，一方
においてはそれに抗う蝕性を与え，他方においては歯科用充填材の歯髄に及ぼす為害作用を阻止し
得るような壁を作ることも可能であると考えられる D 土谷君は，この新しい考えのものとに，いかに
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すればそのような防禦壁を嵩洞の嵩壁に作り得るかについて，実験的な基礎研究を進めたものであ
る。
元来， う蝕その他の原因によって，エナメノレ質が破壊されると，露出した象牙質にはその生体の反
応として防禦墜が作られるものである口そこで土谷君は，成犬の生活闘に象牙質に達する宵洞を形成
し，一定期間百洞を口腔内に曝露した後，まず日常の歯科臨床にしばしば用いられ，あるものは歯髄
に為害作用を示さず，またあるものは歯髄を強く刺激し，ときには歯髄の死を招来するといわれてい
る各種歯科用充填材を寓洞に充填し，象牙質に生体の反応として形作られる防禦壁の実態を究め，つ
いで抗う蝕性をもっといわれているふっ化物の象牙質ならびに商髄に及ぼす影響を追究した。その結
果歯髄を保護し笥洞の富壁に抗う蝕性を附与するとともに，さらに歯淋巴を遮断し充填材の嵩洞への
接着性を向上させるためには，ふっ化物ことにふっ化第一錫の新鮮溶液を嵩洞に塗布することがきわ
めて有利であることを明らかにした。
以上のごとく，土谷君の新しい考えのもとに行なわれたこの基礎的研究は，この種の研究の先鞭を
つけるものとして価値があり，歯学乙とに歯科臨床の今後の発展に寄与するところ大であるので，歯
学博士の学位を受けるに充分の資格あるものと認める。
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